
松山市要綱第６９号 

平成２５年１１月２９日 

 

松山市長 野 志 克 仁 

 

松山市公用車の貸出しに関する要綱をここに公布する。 

記 

松山市公用車の貸出しに関する要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，財産の交換，譲与，無償貸付等に関する条例（昭和３９年条例第３

号）第７条の規定に基づき，市が所有する自動車（以下「公用車」という。）の貸出し

に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （公用車の貸出し） 

第２条 市は，その業務遂行に支障のない範囲内において，公益活動をする市民団体に対

し，公用車を貸し出すものとする。 

（貸出公用車） 

第３条 貸出しをする公用車は，次の車種の中から市長が指定する車両とする。 

(1) ２トントラック 

(2) １.５トントラック 

(3) 軽トラック 

(4) その他市長が指定した車種 

（貸出対象者） 

第４条 公用車の貸出しの対象とする市民団体は，市内で活動する次の団体とする。 

(1) 自治会 

(2) ＰＴＡ 

(3) スポーツ少年団 

(4) 子供会及び愛護班 

(5) 高齢クラブ 

(6) その他市長が適当と認めた団体 

２ １市民団体における公用車の使用は，同一年度内に６日までとする。ただし，市長が



特に必要と認めたときは，この限りでない。 

３ 次の各号のいずれかに該当する市民団体は，公用車を使用することができない。 

(1) 法令又はこの要綱の規定に違反して公用車を使用した団体 

(2) 第１０条第１項第３号若しくは第４号に該当することを理由として同項の規定によ

る許可の取消しを受け，又は同条第２項の規定による支払の請求を受けた団体 

(3) 前２号に準じ市長が公用車の使用を不適当と認めた団体 

（貸出対象活動） 

第５条 公用車の貸出しの対象とする公益活動は，松山市市民活動推進条例（平成１７年

条例第５９号）第２条第１号に規定する市民活動のうち，次に掲げる活動とする。 

(1) 環境美化活動 

(2) スポーツ・文化活動 

(3) 防災・防犯活動 

(4) 交通安全活動 

(5) その他市長が適当と認めた活動 

（運転者の責務等） 

第６条 公用車を運転する者は，制限速度その他関係法令で定められた義務を厳守し，安

全運転を徹底しなければならない。 

２ 公用車は，市の区域内で運行するものとする。ただし，市長が適当と認めた場合は，

この限りでない。 

（貸出日及び貸出時間） 

第７条 公用車の貸出日は次に掲げる日（１２月２９日から翌年１月３日までの日及び市

長があらかじめ定めた日を除く。）とし，貸出時間は午前７時から午後７時までとする。

ただし，市長が特に必要と認めた場合は，この限りでない。 

(1) 土曜日及び日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（使用申請） 

第８条 市民団体は，公用車を使用する日の１月前から７日前までの間に，貸出公用車使

用許可申請書兼誓約書（様式第１号）に運転者の運転免許証の写しその他必要な書類を

添えて，市長に申請するものとする。 

２ 前項の申請書の受付は，月曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する法律に規定する



休日及び１２月２９日から翌年１月３日までの日を除く。）の午前８時３０分から午後

５時までとする。 

（使用許可） 

第９条 市長は，前条第１項の規定による申請があった場合は，これを審査し，適当と認

めたときは，公用車の使用を許可し，貸出公用車使用許可書（様式第２号）を申請者に

交付する。 

２ 市長は，前項の許可に必要な条件を付けることができる。 

３ 市長は，申請に係る運転者が第１４条第１項の規定に違反したことのある者であると

きは，第１項の許可を拒み，又は申請者に対して運転者の変更を求めるものとする。 

（使用許可の取消し等） 

第１０条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，前条第１項の許可を取り消し，

現に使用中の場合であっても，その使用を中止することができる。この場合において，

その取消しにより同項の許可を受けた者（以下「使用団体」という。）又は第三者に損

害が生じても，市は一切の責任を負わない。 

(1) 災害その他緊急かつやむを得ない事由により，公用車を公用又は公共用に供する必

要が生じたとき。 

(2) 公用車が故障等の理由により供用できないとき。 

(3) 使用団体が法令若しくはこの要綱の規定又は前条第２項の規定による許可の条件に

違反したとき。 

(4) 使用団体が偽りその他不正の行為により前条第１項の許可を受けたとき。 

２ 市長は，公用車の使用後に使用団体が前項第３号又は第４号に該当することが明らか

となったときは，当該使用団体に対して，自家用自動車の有償貸渡しを業として行う者

の定める料金を参酌して算定した金額の支払を請求することができる。 

（転貸等の禁止） 

第１１条 使用団体は，公用車を転貸し，又は貸出しを受けた目的以外に使用してはなら

ない。 

（料金） 

第１２条 公用車の貸付料は，無料とする。ただし，燃料費その他の実費は，使用団体の

負担とする。 

（貸出し及び返却） 



第１３条 使用団体は，市長が定めた保管場所において公用車の貸出しを受け，及びこれ

を返却するものとする。 

２ 公用車は，２日以上にわたって使用する場合であっても，毎日保管場所に返却するも

のとする。 

３ 使用団体は，公用車を返却するときは，使用した相当分の燃料の補給及び清掃を行い，

鍵に貸出公用車使用報告書（様式第３号）を添えなければならない。 

４ 前３項の貸出し又は返却に当たっては，市職員又は市長の指定する者の確認を受けな

ければならない。 

（交通事故の対応） 

第１４条 運転者は，交通事故が発生したときは，道路交通法（昭和３５年法律第１０５

号）その他関係法令に定められた措置を取るとともに，直ちに市長に報告し，その指示

を受けなければならない。 

２ 運転者又は使用団体は，交通事故の示談交渉を行ってはならない。 

３ 使用団体は，事故後速やかに，貸出公用車事故報告書（様式第４号）に市長が指示す

る書類を添付して提出しなければならない。 

（損害賠償及び費用負担） 

第１５条 使用団体及び運転者は，交通事故の示談交渉を市が行うに当たっては，当該交

通事故が早期かつ円満に解決できるよう市の指示に従い，誠意を持って協力しなけれ

ばならない。 

２ 市は，使用団体の交通事故による損害賠償費用，使用団体が故意若しくは過失により

貸出公用車を損傷し，若しくは亡失したことによる原状回復費用又は使用団体が交通

法規に違反したことにより生じた費用を負担したときは，次に掲げる費用を除き，当

該費用を使用団体に求償することができる。 

(1) 市が加入する自動車損害賠償責任保険及び任意保険で補塡される費用 

(2) 市の責めに帰すべき事由により生じた損害賠償費用 

（補則） 

第１６条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定める。 

付 則 

この要綱は，平成２５年１２月１日から施行する。 


